
 

 

 
 
１, 熱中症対策の着実な実施をお願いします︕ 
～８月も｢STOP!熱中症クールワークキャンペーン｣期間中です︕～ 
 今年の夏は猛暑の予報となっており、7月以降暑い日が続いています。 
 事業者、労働者が協力して、熱中症予防対策の着実な実施をお願いいたします。 
 熱中症は予防と発症初期の対応が重要です。作業環境管理、作業管理、健康管
理、労働衛生教育を通じ、熱中症の予防に努めてください。WBGT指数計の備え
付け、環境省の｢熱中症予防情報サイト｣の熱中症警戒アラートを活用し、暑さ指
数の予報値、速報値を把握するとともに、休憩場所の整備、定期的な水分、塩分
の補給等の対策をお願いします。 
 熱中症と思われる症状が認められた際には、速やかに涼しいところで休ませ、
体を冷やす、スポーツドリンクを飲ませるなどの対応を行うとともに、症状が改
善しない場合は速やかに病院へ搬送しましょう。 
 厚生労働省では、熱中症予防のためのポータルサイト｢職場における熱中症予防
情報｣を開設しておりますので、ご活用をお願いします。 

２, 令和６年 6月末現在における労働災害の発生状況について 
休業 4日以上の死傷災害(新型コロナを除く)  57 件 (前年同期比較－23件、－28.8％) 
              (新型コロナを含む 81 件    〃   －16件、－16.5％) 
            うち、死亡   0 件 (   〃   ±  0 件) 
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夏季死亡災害ゼロ101日運動(令和6年6月1日～9月9日)を展開中です︕ 
防ごう死亡労働災害! 安全対策を着実に実施しよう‼ 
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 令和 6年 6月末現在における死傷災害(新型コロナウイルス感染症によるものを除く)
は 57 件で、前年同期の 80 件から－23 件－28.8％と大幅に減少し、また、死亡災害
は発生していません。（新型コロナウイルス感染症によるものを含むと 81 件で、前年
同期の 97件からはー16件－16.5％の減少） 
 業種別では、①製造業 13 件(前年同期比－6 件－31.6%)及び建設業 13 件(同－1 件
－7.6%)、②保健衛生業 9 件(同＋1 件＋125.0%)、③商業 6 件(同－3 件－33.3%)、
④運輸交通業 5 件(同－1 件－16.7%)等となっており、保健衛生業で微増したものの、
総じて減少傾向となっています。特に接客娯楽業では、昨年同期の 9 件が 0 件(－9 件
－100.0％)と大きく減少しています。 
 事故の型別では、①転倒 17件(構成比 29.8%。前年同期比－14 件－45.2%)、②｢墜
落・転落｣13 件(同 22.8%。同－1件－7.1%)、③｢激突され｣6 件(同 10.5%。同＋2件
＋50.0%)及び｢交通事故｣6件(同10.5%。同＋4件＋200.0％)、④｢激突｣5件(同8.8%。
同＋3 件＋150.0%)、⑤｢動作の反動・無理な動作｣4 件(同 7.0%。同＋1 件＋33.3%)
等となっています。 
 災害が減少している要因としては、①転倒災害が最も多い状況は変わらないものの、
暖冬の影響で冬季型転倒が大幅に減少し、前年同期に比べて半減以下となっていること、
②前年は複数発生していたし｢飛来・落下(8 件⇒1 件)｣｢崩壊・倒壊(5 件⇒1 件)｣｢はさ
まれ・巻き込まれ(7 件⇒2 件)｣と大減少しているためと考えられます。 
 しかし、事故の型別で転倒に次いで多い｢墜落・転落｣災害が前年と変わらない状況と
なっていることから、｢墜落・転落｣災害対策の着実な実施が必要です。 

 当署では、令和 6年における労働災害防止に係る目標を、 
 〇全労働災害減少目標⇒143人以下 〇死亡災害⇒0人(発生させない) 
と定め、目標達成に向けて労働災害防止対策を推進していますが、毎月末時点の災害発
生状況を見ると減少率が落ちてきており、このままでは前年を上回る可能性があります。 
 労働災害はあってはならないものであり、各事業場の皆様におかれましては、労働災
害を発生させないという固い決意の下、労働災害防止対策を着実に実施していただきま
すようお願い申し上げます。 
３, 労働基準監督署チャットボットのご案内について 
 労働基準監督署チャットボットは、労働基準監督署
又は労働基準監督署コールセンターに寄せられる問合
せ等のうち質問の多いものについて、一定の内容を自
動で回答できるものです。 
 定型的な質問については、利用者が自己解決するこ
とができ、労働基準監督署の利用者様へのサービス向
上を図ることを目的として運用されています。 
 当署へのお問い合わせのほか、ご不明な点の解決策
の一助として、お気軽に利用ください。 
 
 

転 倒 災 害 を 防 止 し よ う ︕ 
～事故の型別で約 3 割を占めている転倒防止対策を徹底しましょう。～ 

｢ S TO P!熱中症クールワークキャンペーン ｣期間中です︕ 
～ 熱 中 症 対 策 を 着 実 に 実 施 し ま し ょ う ︕ ～ 

労働基準監督署 
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